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e 集まる • っく る • 住む
スケルトン定借(つくば方式)普及センター NewsLetter 

I~宇多野コーポラテイブハウス』
201 1年度グッドデザイン賞を受賞しました

201 2年9月

第20号

スケル卜ン住宅 14事例目の「宇多野コーポラティ

ブハウス」が、 2011年度グッドデザイン賞を受賞

しました。審査委員からは「敷地環境を活かしたの

びやかなデザイン」、「集まって住む乙との心地よさ

を佑御とさせる」などの高評価が寄せられました。

また、受賞結果のホームページ (http://www.g-mark.

org/award/detail.php?id=37588&type=one)では、「集

まって、心地よく、永く住むための新しい集合住宅

のありかたを追求した建築」、「場所が持つポテン

シャルと、ライフサイクルを意識した各種の社会シ

ステムを最大限利用することで、ソフ卜とハードが

結びついたロングライフな集住のあり方を提示」な

どと、宇多野コーポラティブハウスの魅力が紹介さ

れるとともに、スケル卜ン定借の特徴である Mロ

ングライフM についても触れられています。

-コーディネーター: (株)キューブ

・設計者 アトリ工・ K一級建築士事務所

山田由美建築設計事務所

Ir鳥取西町まちムラプロジェクト』 完成間近です
第 19号でご紹介した鳥取市の中心市街地における「鳥取西町まちムラプロジ、工ク卜」の進捗状況をご報告

します。募集時には 6戸で計画をスター卜した同プロジ、工ク卜ですが、最終的に 1敷地(市有地)に 5戸の

住宅を建設するととで進んでいます。共用部分に関しては、 5世帯で話し合い、交流を深めながら計画をつ

くっていますo先に決定した3戸の住宅の竣工に伴い、 8月31日には関係者向けの内覧会が開催されました。

今後、残り 2戸が 11月に完成した後、市内でシンポジウム等の開催も検討されています。本プロジ、工ク卜で

活用した方式を民聞に波及させていくととが期待されています。

《計画概要》

名称

所在地

用途地域

敷地面積

事業方式

募集戸数

駐車スヘ。ース : 

延床面積

分譲価格

地 代

《事業主体》

まちムラの会

鳥取西町コーポラティブハウス

鳥取市西町2丁目 410-1

近隣商業地域

790.65m 

50年定期借地方式

5戸専用住宅

5台

80~120m程度/戸

約2000万円~約 2300万円程度/戸

保証金 100万円 23，000円/月(駐車場1台含む)

代表 : 田中工業(株)

構成員 : (株)本間設計事務所 (有)木下建築研究所
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|松原アパートメントに住んで14年

本間博文
倣送大学名誉教授)......................................... 

スケルトン定借方式を採用したマンションとし は理事長、副理事長(会計監査)、会計の3名で1年交

ては都内第1号の松原アパートメントが完成した 替です。 11戸のうち、 1戸は地主さんの賃貸住戸で

のが1998年の5月でしたから既に丸14年を 菅理組合のメンバーではありません。入居者が交代し

経過したことになります。全11戸という小規模 た住戸のオーナーはフランス在住の音楽家で、世界中

マンションですがとの聞 1戸が入れ替わり、つい を飛び回っており、日本に滞在するのは年~L 3ヶ月ぐ

最近も 1戸の入居者がご両親から別のととろに住 らいです。日本にいても仕事がびっしりで東京にいる

んでいたご長男へと入れ替わりました。家族構成 とは限りません。つまり 9戸の入居者で管理組合を運

が変わった住戸も3戸あり入居者の移動が激しい 営しなければいけないのです。ただで吉え忙しい入居

方ではないでしょうか。家族ごと交代した2戸は 者にとって大きな負担です。かなり深刻に考えており

内装を変えましたがスケルトン定借マンションの ました。

自由に内装を変えることの出来る特性がうまく生 現在当マンションはマンション管理の主要な業務を

かされたようです。 民間の管理会社に委配しておりその業務を監視すると

松原アパートメントでは建設組合を設立し、建 とが理事会の主要な仕事です。実は2011年度は私

物が完成し入居するまで2年近い年月を要しまし が管理組合の理事長でした。 1年間管理会社の担当者

たが、その間ほぽ月 1度の劃合で会識を聞き、様々 と頻繁に連絡を取り合いながら管理に当たってきまし

な瞳輪を交わし完成にとぎ着けました。仕事に追わ た。その担当者が実に誠実に管理業務をサポー卜して

れている人達が、忙しい中にもかかわらず良〈集 くれるので理事長としての負担がさほどではないとと

まるととが出来たと感心します。しかし入居後は、 を体験できました。心回していたととはかなり払拭古

管理組合の総会を年一回聞くのがやっとの状態で れました。勿論、管理会社の担当者次第ではそうはい

す。管理組合主催の入居者同士の親睦会なども乙 かないでしょう。さらに高齢化や賃貸住宅化などでさ

の14年間一度も聞かれておりません。それでも らに管理組合の業務を担当できる入居者が更に誠って

さしたる問題なく日々を過Eしております。入居 しまうことも考えておかなければいけないでしょう。

前に密度の濃い議論を重ねたととで、入居後に解 完全な解決の道は見つかりませんが、とりあえずは信

決が難しい重大な事案も起とらず、日常的な些細 頼のおけるそして管理能力の優れた担当者が管理業務

な問題はツーカーで済んでしまうからでしょうか。 をサポートしてくれるかどうかです。というととはそ

スケルトン定借マンションのシステムの第二のメ の様な担当者を多数抱えているマンション管理会社を

リツトだと思います。 見つけることが必要です。当マンションに引き続き建

しかし、現状の松原アパートメン卜の管理組合 設された他のスケルトン定借マンションも小規模マン

の運営について問題もあります。管理組合の役員 ションですから我々と同じような状況だと思います。

お互いに情報者樫に交換し、そのような管理会社を見

つけるととが必要だと思います。小規模マンションの

管理組合問題はスケルトン定借マンションに固有の問

題ではありませんがどうしても小規模マンションなの

で乙の問題がつきまとうととになります。

以上、 14年経過してこの方式は21世紀における

都市における居住形態として、スクラップアンドピjレ

ドからストック更新型の居住システムへ移行するため

に極めて適切な方式であるという確信を持つに至って

おります。どうすれば普及を図れるのでしょうかロ

集ま吾・つ〈革・住む舗20号
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|マンション管理セミナーで山-~-:> <ぱ1Jが
震災対応を報告

小林 秀樹

(千葉大学工学部都市環境システム学科教授)

2012年3月 17日に開催された第 1回つくばマン た。やはり、賃貸化したり住民が高齢化したりする

ション管理セミナーにおいて、スケル卜ン定借1号 とともに、管理組合活動の将来の担い手をどうする

「メソードつくば IJ (12世帯)の元理事長より、っ かが課題との乙とでした。とれは、小規模マンショ

くば市で震度6弱を観測した東日本大震災時の対応 ンに共通する課題といえます。

について報告がありました。市内の戸数が異なる 3 との問題を解決するためには、賃貸して役員がで

マンションが登壇し、その中の小規模マンション(戸 きない区分所有者(地主を含む)に対する管理費増

数が少ない)を代表してメソードつくば lが報告し 額の取り扱いを検討するととが必要と思われます。

ました。 また、将来は、地域の小規模マンションで同じ管理

会社に委託するととで効率化をはかる方法や、管理

-小規模マンションならではの良さを発揮 組合の役員経験者らによる理事代行(福岡県マンショ

震災時の状況については、①ほとんどの住民は外 ン管理組合連合会が実施しています)という方法も

出中で、あったが、夕方帰宅した住民が互いに連絡を 考えられます。そのためにも、とのような管理セミ

とり合って無事を確認したとと、②住民どうしで建 ナーを契機として、地域の管理組合どうしの連携を

物調査をしたととろ目立つた損傷はなかったとと、

③震災後に断水したが貯水槽 (30L)の水を融通し

て不便はなかったととなど、小規模マンションなら

ではの住民どうしの連携の良さが発揮されたととが

報告されました。

はかることが大切だといえます。

ととろで、今年の4月、メソードつくば lのすぐ

近くに市内初の小中一貫校が開校しました。とれか

らの近隣の発展が期待されており、便利な場所に百

年住宅を持続させるというスケルトン定借にとって

メソードつくば|では、 2ヶ月毎の定例会の他、 追い風になったととを最後に報告します。

夏祭りや地域の展示会を行っており、建物完成後も
注)本セミナーは、日本マンション学会とつくば市役所の共催

自然なコミュニティが育まれていました。そのとと によるもので、急増する市内のマンシヨンの交流をはかる

が、震災時の心強さにつながったといえます。 ととを目的のーっとして開催されました。

-高齢化や賃貸化に伴う管理上の課題

その一方で、懸案事項についても報告がありまし

メソードつくば|の 2階にある中庭 つくばマンション管理セミナーの様子

(子どもの遊び場や住民交流の場になる) (70名の参加の中でメソードつくば|が報告)

集まる・つくる・住む第20号



4

１．センター

収入の部

　寄付金等収入 0

　事業支援費等収入 0

　会費収入 140,000

　事業収入 0

　雑収入 30,546

　積立金余剰分より拠出 0

　当期収入合計 170,546

　前期繰越金 2,955,880

　収入合計 3,126,426

支出の部

　事業費 20,035

　管理費 1,253,199

　予備費 0

　積立金支出 0

　当期支出合計 1,273,234

　当期収支差額 △ 1,102,688

　次期繰越金 1,853,192

２．建設技術支援部門（特別会計）

収入の部

　会費収入 0

　当期収入合計 0

　前期繰越金 3,009,731

　収入合計 3,009,731

支出の部

　事業費 0

　管理費 100,000

　当期支出合計 100,000

　当期収支差額 △ 100,000

　次期繰越金 2,009,731

３．関西支部（特別会計）

収入の部

　事業ｺﾝﾍﾟ参加会員登録費 0

　見学会参加費他 0

　養成講座受講料 0

　書籍販売 0

　受取利息 44

　寄付金 0

　雑収入 0

　当期収入合計 44

　前期繰越金 268,926

　収入合計 268,970

支出の部

　初期相談・相談費 15,000

　見学会開催費 0

　養成講座実施費 0

　書籍代 0

　会場代 0

　事業コンペ実施費 0

　管理組合懇談会交通費 0

　雑費 0

　関西支部事務費　 0

　当期支出合計 15,000

　当期収支差額 △ 14,956

　次期繰越金 253,970


